
The Zoological Society of Japan

NII-Electronic Library Service

The 　Zoologioal 　Sooiety 　of 　Japan

86 日本動 物学会第 39回講演要旨

の こ とか ら水 母 の 形成 を 促進す る物質 が 走根 を通 し

て 運ば れ そ の 量 に もよ る こ と が 考え ら れ た 。

不 妊 剤 で 処 理 した蚊 の 精巣像

榊原慎吾 （三 重大学教育学部生物学教室）

　化 学不 妊 剤 の 紋 に 対す る繁殖 抑制効 果 を組織的 に

検 討 す る た め に，ア カ ィ エ カ 蜘 お よ び 成 虫を Hempa

O．5％ を 川 い て 浸漬法 と食輯混 入 法 に よ っ て 処 理 し

た 。摘出し た 処 理 蚊の 精 巣 を昇 汞 酢 酸液で 固 定 し，

パ ラ フ ィ ン 包埋 後，5 μ の 組織切 片 を 作 り，脱水 は

イ ソ プ ロ ピ ル ア ル コ ール
， 染色は フ オ イ ル ゲ ソ ま た

は ラ イ ト グ リ
ー

ソ SF で お こ な っ た 。

　 処 理 絃 の 精巣 は
一

般 に 萎縮 して い て 不 正 紡 錘 形 を

な し ， 周 縁 部の 凹 凸 が著 し く ， 特 に 成熟帯か ら変形

帯附近 の 周 縁部 は 滑 らか で な い 。

　 処理蚊 の 精巣 の 組織 は無処理 蚊に 比 べ て 組織内部

・の 問 瞭 が 著 し く ， 特 に 精 母 細 胞 を 含 む 成熟帯 に 顕著

で あ っ て ，そ の 内部 で は 精 母 細胞 や 精 子 は ほ と ん ど

．認 め ら れ な い 。す な わ ち造 精 細 胞 の 減 少 が 特 長的 で

あ る。また 空隙 の 周 りの 細胞 は巨大細胞が散在 し，

こ れ らの
一

部 に 多核現象 も認 め られ た 。 以 上 の 変化

・は Hempa の 細胞分裂抑制作用 に 起因す る もの で あ

ろ う。

ミ ツ バ チ の 卵巣分 化 に 及 ほ す ア ミ ノ 酸の 影響

高松好 文 （名 古 屋市立 大 学教養部）

　 ミ ツ バ チ の 働 蜂 （幼 虫）か ら女王 蜂 へ の 分化は 内

在 的環境に よ っ て 左 右さ れ る。そ の 第
一

次的原因 は

一
栄 養 の 問題 で あ る。こ の 観点 か ら今 回は ア ミ ノ 酸類

の 卵 巣分化 に 及 ぼ す影響 を報告 す る 。 方法 と し て

鴛 ， 1 頭当 り ロ ィ ア ル ゼ リー 0，29 ，各種 ア ミ ノ 酸

（す べ て L 型） に つ い て ， そ れ ぞ れ 1mg を 加 え て ，

こ れ を飼育管 に と り，鰐化直後 の 働蜂幼虫をその 中
’
に 入 れ て 恒 温 器 内で 飼育 し，化 蛹 後 7 日 H に 固 定 し，

切 片 に よ っ て ， そ の 数を数え た 。 用 い た ア ミ ノ 酸20

種 の うち，ア ラ ニン
， ア ル ギ ニ ン ，シ ス チ ン ，グル

タ ミ ソ 酸 ， グ リ シ ソ
，

リ ジ ン
，

プ ロ リ ン ，チ ロ シ ン

等 は強 い 効果を示 し，ア ス パ ラ ギ ソ 酸，ヒ ス チ ジ ソ ，

ハ イ ド W オ ギ シ プ ロ リ ソ
，

バ リ ソ 等 はやや強 い 効果

一を 示 した 。 ま た ， イ ソ ロ イ シ ン
，

ri イ シ ソ
， メ チ オ

＝ ン ，フ ィ
＝ 一ル ア ラ ＝ ソ ，ス レ オ ニ ン 等は微弱な

効果を示 し た が ，’ ソ ヒ ド リ ソ ，セ リ ン ， トリ プ ト

フ ァ ン 等 は 全然効 果 を 示 さ な か っ た 。こ の 結果 を，

ロ イ ア ル ゼ リ ー内に含れ る ア ミ ノ 酸類の 各量や 幼虫

体 内に 含 まれ る ア ミ ノ 酸類 の 各量 と比較 し て み る

と ， 前者 に 対 し て よ りも ， 後者 に 対 して の 方が ， よ

り高い 相 関度を示 して い る。

イ モ リ （Triturns　pgrrhOgc 　ster ） の 神経葉 の 再

生に つ い て

　　佐藤徳光 ・井上　栄

（中外製薬綜合研究所 ・群

鳫大学内分泌研究所）

　 Jφrgensen ら （1956） は Bufe を用 い た 実験 で 神

経葉 の 再生 は 摘出 した 下 垂体 を stalk 近 辺 に 再 び も

ど し て お くと 起 る と報告 し て い る が，こ の 点 に 関 し

て は既 に 演者 らが XeneP ” S を 用 い た長期実験 か ら

神経葉 の 再生 は 前葉 あ る い は 中葉 の 在，不在と は 無

関 に 起 りうる こ と を 示 し た （Gunma 　J．　Med ．　ScL

l968）。 こ の 事実 は Triturus 　 Pvrrhogaster を 用

い て 行 っ て い る現 在 の 実 験 ，な らび に 井 上 が T ．

viridescence 　e 用 い た 実験で も同様な傾向 で ， 下 垂

体 摘除動物あ る い は 下 垂体
一

再移植動物群 と も手術

後 10日 目頃 か らの stalk の 再 生 に 伴 い 50〜70 目頃

か ら再生 stalk 断端に CH 陽性物質が 蓄積 し ，
100

〜150 日 目頃 で は 再生 し た神経葉は 正 常動物の後葉

の 約 1〆2程 度 に 達す る 。再移植群 の 場合 は stalk の

移植 下垂体 方向 へ の 再生伸長 ， な らび に 移植下 垂体

と の 接触例 で は 再生神経 の 移植体 へ の 侵入 傾向 が 強

くみ られ る が，両実験群間 に 神経葉の 再生 速度に は

顕 著な 差 は 認 め難 く，前葉，中葉 が 無 くとも再生 し

うる能力を示 した 。

電子線被爆 イ モ リの 組綴学的変化 に つ い て

　　　　 山 本 穆 彦 ・元 村　 勲

（東北 大学理 学部生 物学教室 ・

東 北 大 学 名 誉教授 ）

　ELECTRON 　 LINAC を用 い て 電子線被爆 イ モ リ

の 組織学的変化を調べ た。照 射線量 の 測定 は 予 め

8℃ o に よ り既知線量を照 射し た 螢光硝子 と電子線照
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